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カフェ ：
誰もが気兼ねなく立ち寄り
やすい出入口近くに配置

エントランスホール ：
第一駐車場から成田公民館
までつなぐ交流スペース。
敷地の高低差を逆手にとっ
て魅力的な空間に。
スロープ、エレベーターを整
備し、バリアフリーにも配慮

段差解消
エレベーター ：
FL+1.5ｍレベルに
も着床。館内で公民
館1階と同レベル
に。車椅子、ベビー
カー利用に配慮

改修提案 ： TOMI× (とみくろ)　

図書室をメーカースペース（工房・
スタジオ）に改修。スイーツの周辺
デザインを含めた“つくる”ブラン
ディング拠点として、新施設との
連携、相乗効果を図る

屋内遊戯施設 ：
高低差を利用したコーナー
配置。諸室間を行き来しや
すく、見通しも良い回遊式

成人開架 ：
資料点数・分類比率の
増減に対応しやすく、
探しやすいシンプルな
書架配置を基本に

青少年 (YA-2）：
ほど良いにぎわい
を良しとするふれ
あいの居場所。大
人もタイムシェア

くらし ・ テーマ ・雑誌 ：
１階や児童開架に近く、
親しみやすい雰囲気に

多目的
プログラム
スペース ：
多様な年
齢層の利
用を想定
した位置

郷土 ・ 行政資料 ：
レファレンス・閉架書庫に近く、
落ち着いた環境

児童開架 ：
屋内遊戯施設と上下でつな
がり、連携しやすい。
音を散らす空間特性＋乳幼
児の声の出やすい「えほん・
かみしばい」を、一般書から
一番遠い位置に

大型遊具吹き抜けホール ：
ネット遊具も設置可能。小さな子ど
もも安全な緩やかな回遊階段を用意

事務・管理運営スペース：
図書館と観光交流センター
職員事務室をワンルームに。
職員間に留まらず、ネット
ワーク拠点として、運営面で
の市全域の相乗効果を図る

交流サロン ：
人と情報が交わる開放的な
スペース。外部サッシの開閉
により、ふれあい・ウチソト
空間との一体利用が可能

スイーツ工房 ・ ショップ ：
公民館1階と同レベルに配
置し、連携のしやすさを重視

連絡車駐車スペース ：
天候に左右されない
ピロティ駐車場

ブックポスト ：
ドライブスルー型も可能

閉架書庫 ・ バックスペース ：
1階事務管理スペース、レファレンスとの
関係性重視。管理用階段・エレベーターと直結

多目的ブース ：
対面朗読、図書ボ
ランティア、グルー
プ学習など

開放可能

エントランス

図書館・開架スペース

＜成田公民館＞

＜新施設＞

隣棟間隔：
延焼のおそれのある部分に
抵触しないように配慮

ふれあい・ウチソト空間：
魅力的な屋外空間でふたつ
の施設をつなぐ

建築内部で敷地高低差を処理：
複合施設と公民館をつなぐ動線、高低差を利用
した豊かな内外部空間のつながりをつくる

建築ボリューム：
高さをそろえて、一体感をもたせる

風除風除ホール

屋上庭園
第一駐車場

アプローチ広場風除
N
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駐車場連絡路 ：
第一駐車場と公民館駐車場を
車路（スロープ）で結び、連携しやすく
（休日の駐車台数 増などに対応）

駐車場 （合計 328 台） ：
第一駐車場（102台）と
第二駐車場(226台)で、計328台確保

駐車場出入口 ：
交通渋滞に配慮し、出入口を分散配置

ふれあい ・ ウチソト空間 ：
建築に挟まれた平場の外部
空間。内外部の連続性を高め
た、魅力的なひろがり空間。
市民の憩いとふれあいの場に

新施設 配置 ：
成田公民館に寄り添う 並列
配置。既存と点でなく、面で
接することにより、エリア全
体の相乗効果を高める

２階

①大勢がくる、 集客の要：

「図書館」を ２階にワン

フロアで合理的にまとめ

つつ、人の流れをつくる

②感性を和ませる要 ：

「スイーツステーション」

は エントランス近く。

来館者を皆、笑顔に！

③親子揃って遊べる要 ：

「児童屋内遊戯施設」

は 元気を発散でき、

①②にも行きやすく
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図1-5．3つの機能の特性を活かした複合効果

図1-6．敷地段差を取り込む工夫

図1-2.
宿場町を範とするウチソト空間を

図1-1.ショーケースのような建築

図1-3.
成田中心域
のシンボル
として

図1-4．3つの機能の組合せイメージ

図 1-8．外観イメージ

図 1-10．平面イメージ

図 1-9．断面イメージ：新施設と公民館をつなぐ図 1-7．配置イメージ

成田中心域のサークル形状に呼応する、のびのびとした外観

シンプルな形状だからこそ、市民の活動がきらめいて見える

スイーツを引き立てるショーケースのように

成田中心域のサークル形状に呼応する、のびのびとした外観

シンプルな形状だからこそ、市民の活動がきらめいて見える

スイーツを引き立てるショーケースのように

 まちから みえる まちから みえる

  みえる  みえる

■ “しあわせ”が きらめく建築

スイーツをひとくち…、うーん、しあわせ！！

この建築もまさに

“しあわせ”を味わえる場でありたい。

スイーツが映えるショーケースのように、

市民の“しあわせ”がきらめく建築！！

■ 魅力ある都市空間の創出

１）建築と建築のあいだにできる外部空間

　　“ウチソト空間”の魅力

宿場町を魅力的にしている“ウチソト空間”

をお手本に、「成田公民館」との間に、

「ふれあい・ウチソト空間」を生み出すように、

新施設を配置します。

２）成田地区の街区形状になじんだ形態

街区のサークル形状を明示する建築形態

とすることで、成田中心域にふさわしい

「とみやシティブランド」の拠点を創ります。

 ■ 3 つの機能の組合わせ方
違う味が口の中で溶け合って、新しい

おいしさを味わえるスイーツのように、

３つの機能が持ち味を発揮しつつ、

相乗効果を高めるように組合わせます。

■ 「公民館」も一体に （エリア全体の相乗効果）

さらに、スイーツ工房・オープンキッチン

として重ね使いする「成田公民館」も加え、

4つの機能の相乗効果を高めます。

とみや国際スイーツ博覧会 のようなイベン

トを、より広く、よりワクワク、より感動的、

インスタ映えもするように、内外をつなげ

て一体利用できる施設づくりを提案します。

■ 敷地段差の有効利用
前面道路（市道七北田西成田線）と公民館

１階では 約３ｍの段差 があります。1.5ｍ

は外構の傾斜にて、残り 1.5ｍは新施設内部

に取り込むことで、街から内部空間のにぎ

わいがみえるように、および外部空間の

＜使える平場を広く＞確保します。


